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あるロシァ歌謡の歴史

いわゆる「ソフィヤの歌」について

中　村喜和

1

　伊勢の漂流民大黒屋光太夫がロシアからもたらしたかずかずの珍奇な異国土産のな

かに，・シア歌謡一篇が含まれていた。故国をはなれて生きる者のやるせない気持を

うたった内容のものである。

　光太夫が・シア最初の遣日修交使節アダム・ラクスマンにともなわれて蝦夷のネム

・に帰藩したのは，勢州白子の港を出帆してからちょうど10年目の寛政四年（1792）

9月のことであった。翌寛政五年，光太夫は江戸に送られ，幕府の取調べを受けた。

祖法の鎖国令を犯したものとして罪人の扱いをされたのである。その後光太夫は，い

っしょに帰国した水夫磯吉とともに番町の薬園に収容され，文政十一年（1828）78歳

で没するまで，ついに薬園から出ることを許されなかった。

　光太夫らの漂流から帰国にいたるまでの経緯，酷寒の地での苦難にみちた体験，欧

亜にまたがる・シア滞在中のさまざまな見聞については，帰国後にうけた審問での調

書の形をとる『北僅異聞』をはじめとして，数種の記録が伝えられている。このうち

最も充実した内容と整った体裁をもっているのは『北携聞略』である。編者は蘭学者

として名高い将軍家侍医桂川甫周で，序文には本書成立の事情が次のように記されて

いる。

　臣国瑞〔甫周の諦一中村注〕内旨を奉し，彼国制，地俗，居盧，飲食，諸項事

に至るまで詳問訊究し，更に中国の紀載西洋の書冊に出るものと参訂改補して附按

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
となし，書十二巻図二巻を作り，甲寅の秋に至りて書成て上る。

甲寅は寛政六年，すなわち甫周は光太夫上府の年に『漂民御覧之記』を著したのに
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つづいて，その翌年にはこの大部の聞書きを完成したことになる。本文11巻と別に

オランダ人から得た資料にもとづく「魯西亜略記」を附録に配し，光太夫将来の地

図・器什が詳細綿密に写しとられている。その説きおよぶ範囲の広い点で本書は18

世紀・シア社会の百科辞典の観を呈し，詳細な「附按」を有することでは一種の研究

書とみることもできる。

　さて『北様聞略』巻之九のうち雑載の項に次のような記事がみられる。

光太夫が身のうへをブシが妹ソヒヤイワノウナ歌につくりてうたひはやらか

し，都下一般にうたひけるとぞ。その唱歌は

　　　　　　　　　　　ひとあ㌧たいくつや我他の国みなみなたのむ
アハ　スクシノ　メニヤ　ナツゾイ　ストロネ　フセネミロ

みなみなすてまいぞ　なさけないぞやおまえがた　なさけないそやおまえかた

フセッポステロ　　ドルガメ　ロワネ　ト　　ドルガメ　ロワネ　ト

見むきもせいで　あちらむく　　　うらめしや

ナギレテラテ　ヤナシウヱタ　チトッピワロ

つらめしや　　　いまは　　なくばかリ

ウテシャーロ　ヲトム　プラッチノ

　　　　　　　　　　ラ
是は光太夫が訳せしなり。

注

1）　亀井高孝校訂『北嵯聞略』略引，昭12，p．1．

2）　同上，p・267－268・亀井教授の校訂は同教授の家蔵本を底本とし，内閣文庫所蔵の最善

　本を校合に用いている。この歌の部分に関するかぎり，将軍に進献された正本とみられる

　内閣文庫蔵本と，本論に引用した校訂本テクストとのあいだに相違はない。しかし内閣文

　庫に属する他の二本の写本（うち一本は安政四年の筆写，他は不明）では，この歌の片仮

　名表記がかなりくずれている。たとえば校訂本でrナツゾイ」とあるところ，安政四年本

　ではrナツソイ」，年代不明写本ではrナツツイ」とある。いずれも転写のさいの誤りで

　あろう。
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2

　天明二年（1782）12月光太夫を船頭とする神昌丸が伊勢白子の港を出帆してまも

なく遭難し，半年あまりの漂流ののちにようやく流れついたのはアレウト列島中のア

ムチトカ島であった。アレウト列島は当時・シアに属しており，土民のなかに・シア

人の商人が駐在していた。アムチトカにあること4年，光太夫らは本土のカムチャト

カに移され，やがてシベリア統治の中心地イルクーックに送られた。イルクーツクに

着いたのは1789年のはじめで，このときまでに神昌丸の最初の乗組員17人は6人

に減っていた。光太夫らはあくまで帰国の望みを捨てず，イルクーツク総督に日本送

還の願書を提出すること三度に及んだ。しかし総督は漂流民らが創設以来半世紀以上

の伝統をもつ日本語学校の教師になることを望んでいたので，さまざまに手をつくし

て引き留めようとした。イルクーツクで光太夫らに深い同情をよせたもののなかにキ

リール・ラクスマンがいた。ラクスマンはドイッから帰化した博物学者で帝室アカデ

ミイの会員であった。1791年のはじめ（旧・シア暦，以下同じ），公務で上京するラ

クスマンとともに，光太夫はペテルブルグにおもむいた。直接政府に対して帰国の請

願を行なうためである。露都ではラクスマンの奔走もあって，光太夫の目的は達せら

れ，エカテリーナニ世から帰国の許可があたえられた。イルクーツクまで生きのびた

6人の漂流民のうち1人は病死し，2人は・シア正教に帰依していたので，光太夫と

2人の水夫，小市と磯吉だけが，こうしてキリールの子アダム・ラクスマンによって

蝦夷に送り帰されたわけである。もっとも小市はネムロで冬営中に病死し，ついに故

国の土をふむことができなかった。

　光太夫がペテルブルグに出たのは1791年の2月中旬であったが，この年の5月か

らは首都郊外にあるツァールスコエ・セ・一に移った。当時・シアの帝室は夏のあい

だッァールスコエ・セローの離宮にとどまる習慣があり，光太夫はその間にエカテリ

ーナ女帝に拝謁を許されることを期待していたのである。ッァーノレスコェ・セ・一で

光太夫が寄寓したのがrブシ」すなわちオシープ・イヴァーノヴィチ・ブーシュのも

とにほかならない。ブーシュはキリール・ラクスマンの友人で，離宮の御苑長の職に

あった。名前から明らかなように，ブーシュもラクスマン同様，北欧系の帰化人であ

った。

　ブーシュの妹ソフィヤについては，光太夫がさきにあげた歌の作者としていること

以外，全く不明である。
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　しかし『北磋聞略』にはソフィヤ・イヴァーノヴナと名のる婦人がもう1人登場し

ている。「執政トルソチンニノーフ」なるものの妻で，エカテリーナの女官のひとり

である。彼女はペテルプルグで政府の高官たちと光太夫が郊外に出遊したさい光太夫

　　　　　　　　　　　　1）
を「娼家」にさそっていること，光太夫がペテルブルグを去るとき「旅中第一の食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
料」七面鳥の蒸焼5羽を饅別として贈ったことなどからみて，光太夫とはかなり親し

く交わっていたものと思われる。光太夫がエカテリーナに謁見したとき女帝の下間を

取り次いだのもこのソフィヤであった。さらに「娼家」に同行したもののなかに離宮

御苑長ブーシュが含まれていたことを考え合わせると，トルッチンニノーフの妻をブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
一シュの妹とする推定はあながち突飛なものとは思われない。このソフィヤについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）r娼家」のくだりでr此婦人はもと女王の侍女にて婦人にては甚高官の人なり」とわ

ざわざ注が付されていることは，彼女が啓蒙君主エカテリーナに愛された才気換発の

女官であったことを示唆している。

　なお「執政トルッチンニノーフ」は，中佐相当官で名をヴァシーリイ・ペト・一ヴ

　　　　　　　　　　　　　5）
イチといい，「鍛冶」を営んでいるとあるところから，おそらくエカテリーナの秘書

官のひとりで，ウラルの有力な製銅業者トゥルチャニノフTypqaHHHOBの一族につ
　　　　　　　　　　　　6）
らなる者であったと考えられる。

　しかしながら，ブーシュの妹ソフィヤをただちに「ソフィヤの歌」（以下，光太夫

のもたらしたテクストを含めすべてのヴァリアントをかりに「ソフィヤの歌」と総称

する）の作者と断定しかねる事情は後に述べるとおりである。

注

1）　上掲『北嵯聞略』，P．203．

2）　同上，P．47．

3）　・シア文学研究所のK⊃・K　BeryHoB教授の1965年10月8日付私信によれば，モス

　クワおよぴペテルブルグの両外人墓地にソフィヤ・イヴァーノヴナ・ブーシュCoΦbH

　MBaHOBHa　By皿なる人物は埋葬されていない由。この事実も彼女が結婚して改姓したと

　いう推定を支持している。

4）　上掲『北嵯聞略』，p，203．

5）　同上，P・138・

6）　Ha圃eHKo，H，レL14cTop朋MeTa朋yprHH　B　PoccHH　XVIII　BeKa、M，1962，cTp，266－

　270によれぱ，18世紀中葉製銅業者として辣腕をふるったA。Φ・トゥルチャニノフ（1737

　年に結婚）の子にビョートルという子がいたという。ヴァシーリイ・ぺト・一ヴィチは

　その子ではあるまいか。
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3

『北僅聞略』が片仮名で示している「唱歌」はどのようなロシア語をあらわしてい

るのであろうか。復元の試みはすでに二つある。まず，平岡雅英氏はかつて次のよう

な案を提示した。

Ax！cKyqHo　MHe　Ha　qy〉Ko益cTpaHe，

Bce　He　MHJIo，Bce　oIIocTbIJlo，

To丑bKo　MHJloro　HeT，

ToJIbKo　MHJIoro　HeT，

　・・月田e涯9TO，qTO6bI刀o，

　　　　　　　　　　　1）
yTe田aJI　O　TOM　H　HJlaKaJI．

　この読み方には・シア語としてすでに意味のとりにくい点もあって，首肯しがたい。

もっとも平岡氏のよった片仮名テクストは，さきにあげた亀井校訂版『北磋聞略』の

それとは若干異なっていることを指摘しておく必要があろう。念のためにその全文を

かかげよう。（前掲テクストとの異同を示す下線と0は便宜上筆者が付したもの）

アハ　スクシノ　メニヤ　ナツソイ　ストロネ

フセネミロ　フセツボステロ

トノレカメロツネト

トノレカメロツネト

ナキシテラテ　ヤOシウエタ　チトフヒツロ

ウテシヤーロ　ヲトム　フラクチノ

　平岡氏の利用したテクストの出典は明らかにされていないが，おそらくオリジナル

から数次の転写を経てくずれた写本と考えられる（第1節，注2参照）。

　もうひとつの試みは，最近ソヴェトの日本研究家B，風コンスタンチーノフ氏が

rソフィヤの歌」についての短い論文のなかで示した次のような読み方である。

Ax，CKyqHO　MHe

Ha運y》Ko最cTopoHe：

　　Bce　He　MHJIo7



　　Bce　HOCTbMo，

刀lpyra　MH」IorO　HeT！

刀lpyra　MHみoro　HeT，

He　L朋双e刀6bl只Ha　CBeT！

　　しITO，6bIBa諏o，

　　yTeUla諏0，

　　　　　　　　
OTOMH汀aqy月．

　この復元にはほとんど問題がないように思われる。ほとんど，というのは，第二節

第二行は

He　rJI珊eJI召6bl　H　Ha　cBeT　l

あるいは

Her朋八e肥一6只HaCBeT！

と読むのが適当と考えられるからである。その理由は，少なくともここの歌詞から判

断するかぎり，この歌は恋人を失った，ないしは恋人と別れた女の立揚からうたわれ

ている，という点にある。「ナギレテ互テ」という片仮名表記からみても，Her朋鵡π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　・はHe　m肌eみα一…・と改むべきであろう。

　上記の論文のなかでコンスタンチーノフ氏は，この歌が語句に若干の変更を加えら

れて，『北擁聞略』成立におくれること2年の1796年モスクワで出版されたロシア歌

謡集にはじめて収められていると述べ，それ以後も幾種類かの歌謡集に収録されたり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　替え歌がつくられたりしていることを紹介している。

　『北磋聞略』に示された「ソフィヤの歌」の片仮名による表記の問題点，ならぴに

この転写を通じてうかがわれるロシア語の特徴は次のとおりである。

　スクシノ　CKyqHOはすでにモスクワ方言にしたがってCKy田HOと発音されていた

ものと推定される。

　メニャ　MeHHではなくMHeがくるべきところ。『北磋聞略』巻之十一言語部に収

められた語彙集にもMHe　Ha3a八をメニヤナザテ，MHe　Ho八ap棚をメニヤポダリヲと

　　　　　　　　　5）
あらわしている例がある。

　ッゾィ　qy｝KO角を示すことは明らかであるが，ツはq→Uのツォーカニエであろう
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か。轍oをゾであらわしているのはソフィヤのドイツ詑りに影響されたためとも考え

　　　6）
られるが，前記語彙集に兆aPKOザルコ，氷eHaゼナなどの事例があるので，単に転

写上の特徴とうけとるべきかもしれない。

　ストロネ　cTopoHeをこうあらわすのは，nocTbuoポステロ，o　ToMオトムなどと

ならんで，オーカニエを示している。この点ではモスクワ方言に特徴的なアーカニエ

と対立している。

　7セネミロ　フセ・7ポステロ　フセはBceではなくBC∈がくるべきところ。「みなみ

な」という訳言吾からみて，光太夫がまちがっておぼえたか，のちに誤れる訂正をほど

こした可能性もある。

　メロワ　MHをメで示す理由は不明。また力点をもつ音節のあとの一〇がオ段で示さ

れないのもここだけである。

　ナギレテラテ　Heをナ，6b夏／6をテとしているのは光太夫の記憶ちがい，あるいは

編者が聞きとるさいの誤りであろう。しかしM瓢e朋の八eをテとしていることに

対する類例としては，語彙集に3Be躍aをズデズテとしている事例がある。一般に有

声子音を無声化している揚合は多い。

　チト・7ピワロ　qTOが田丁0とならない点では，モスクワ方言に対立する特徴を示

す。ピワ・6bIBa五〇によく似た例としては，やはり語彙集に6五H3KO　ピリスカ，

6PHTBaピリッパがある。

　プラッチノ　Hπaqyのqyがここではチ（ノは長音符号一の誤記とすれば，チー）

であらわれていることが注目される。

　結局，CKy田HOは別として，他の点では概して18世紀末のペテルブルグの方言が

優越しているとみるべきであろう。

　r是は光太夫が訳せしなり」と編者桂川甫周が述べているのは，いうまでもなく，

片仮名文のかたわらにふられたルビをさしている・いまこれをロシア語の歌詞になら

って行わけすれば，次のように読める。

あ㌧　たいくつや　我
ひと

他の国

　　みなみなたのむ

　　みなみなすてまいぞ

なさけないぞやおまえがた。
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なさけないぞやおまえがた

見むきもせいで　あちらむく

　　うらめしや

つらめしや

ヤ、まは　 なくばカ〉り。

　光太夫の訳にはいわゆる逐語訳とそうではない部分が入りまじっている。とりわけ

第一節の最初の二行はほぼ一語づつに区切られ，完全に逐語的に訳があたえられてい

るが，全体の口調からいえば，一行目のr我」は切りすてるか，あるいは二行目に入

れたいところである。

　もっとも光太夫がここでいわば最も文学的な翻訳を意図したとは思えない。序文で

将軍の発意をうたっている『北磋聞略』の性格が，語り手たる光太夫にも記録者たる

甫周にもある種の制約を課していたことは容易にも想像される。第一節第五行，第二

節第一行は「いとしい友（恋人）はいない」と解されるが，これを「なさけないぞや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　一」と訳したのは，公儀に対する遠慮によるものかもしれないのである。

注

1）平岡雅英『維新前後の日本と・シア』，昭9，p。130－131（同氏『日露交渉史話』，昭19，

　P．132）

2）　KoHcTaHTHHoB，B．M　nepBaH　pyccKa月nec朋B月ロoHHH，《HoBb咀MHp》，　1961，No．5，

　CTP・279．

3）村山七郎教授がすでに指摘しているとおり，『北椎聞略』における・シァ語の発音転写で

　は，πは子音のまえではウと表記され，語末では脱落する傾向がみとめられる（『北棲聞略』

　第二版，昭40，巻末論文r大黒屋光太夫の言語学上の功績」，p，9－10）。

4）KoHcTaHTHHoB，B、ハ1。op，cit．，p280，なお，同氏は『北嵯聞略』の記述によってrソフ

　ィヤの歌」の作者をソフィヤ・イヴァーノヴナ・ブーシュとする断定をごく最近の次の論文

　でも繰り返して述べている。Ha3ape　pyccKo一朋oHcKHxoTHomeHH勇。《飢eH｛八yHapo胆bIe

　cB月3H　PoccHH　B　XVII・XVIII　BB．》砥1966，cTp．477．

5）佐藤純一氏の示教によれぱ，『北嵯聞略』の語彙集には，メニヤ同様，CHerシネヤカ，

　noexa∬ポヤハウのようにe（それもかつてもで示されたe）をあたかも月のように転写し

　ている事例がある。

6）村山教授，前掲論文，p．16．

7）『北桂聞略』巻之十一言語部語彙集で，リュビリウπB励K）（＝amo）だけに訳語をあてて

　ないのも同じ理由によるものであろう（上掲校訂本，p．310）。
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4

　修交使節アダム・ラクスマンがエカテリーナ号に坐乗してはじめて来日したとき，

随員のなかにバビコーフなるものがいた。『北擁聞略』巻之一の船號同懸人名にr商

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
人　ウラスニキフルウィチバビコーフ　子三十一歳」とあるのがそれで，イルクーツ

　　　　　　　　　　　　　　　2）
クから光太夫と同道してきたものである。

　元来ロシアの対日使節派遣の主たる目的のひとつが，両国間の交易の開始にあった

ことは，エカテリーナが1791年9月13日付をもってイルクーツク総督ピーリにあ

たえた勅書からも明白である。すなわち，

　　・これら日本人の母国送還は日本との通商関係樹立のよき機会となるであろう。

けだし海上至近巨離に位置し，直接の隣邦たる資格において，ヨー・ッパのいかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
る国といえどもわがロシアほど有利な立揚にはないのである。

　この勅書はさらにrイルクーツク市の商人を勧誘して，日本国において需要の見込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
みある商品を携行せしめ，これを売却して日本商品を買い求め来らしめること」とい

う具体的指示をも含んでいたといわれ，国庫およびシェレホフ＝ゴリゴフ商会（のち

の露米会社）の資金によって調達した火薬，羅紗，本綿，鏡，刀，鉄・ガラス製品を

　　　　　5）
積み込んでいた。商人バビコーフはたぶん交易用の商品の宰領ならびに使節の通商顧

問の資楕で一行に加わっていたのであろう。

　漂流民の送還には成功したもののラクスマンの使命は結局果たされず，幕府から長

崎来航の信牌をあたえられただけで，エカテリーナ号は1793年6月松前を去ったが，

バビコーフは蝦夷滞在中，すなわち根室，松前，箱館のいずれかの地で，「ソフィヤ

の歌」を書きのこしていった。これを伝えているのは文化八年（1811）から同十年に

かけて松前に抑留されていたディアナ号艦長ゴ・ヴニーンで，・シア帰還後に出版し

た『日本幽囚記』のなかで次のように述ぺている。

　日本人はわれわれ・シア人が東洋の文字を珍重するように，ロシアの文字を珍重

している。彼らはある扇子を見せてくれたが，そこには《Ax！cKyqHo　MHe　Ha　qy一

凪o曲CTopOHe》という歌が4行に書いてあって，ラクスマンとともに当地をおとず

れたバビコーフ某のサインがしてあった。彼らがここに来たのはもう20年もまえ

のことであるのに，その扇子はしみひとつなく，真新しかった。持主は数枚の紙に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）包んでこの扇子を保存し，めったな事では他人の手にふれさせないのである。

　バビコーフが扇面に揮萢した歌がrソフィヤの歌」であったことはまちがいない。

4行とあるからには，おそらく第一節をすべて含んでいたのであろう。バビコーフが

この歌を光太夫から聞いておぼえたのか，それともイルクーックを立つまえにすでに

知っていたのか，にわかに断定はできない。しかし後述するように18世紀90年代

にペテルブルグやモスクワで出版された歌謡集ではこの歌がAx，rpyCTHo……ある

いはAx，TO田HO…・・一ではじまっているのに対して，バビコフのそれが光太夫の「ソ

フィヤの歌」同様，Ax，CKyqHO・一となっていることは，光太夫から聞きおぼえた

とする見方にとって有力な根拠となるであろう。

　ゴ・ヴニーンはこの歌の旋律を知っていたであろうか。いずれにしても，ペテルブ

ルグにおける光太夫とよく似た情況のなかで，同国人が書きのこしていった望郷の歌

を読んだときの感想をこの海軍士官は書きとめていない。

　『北磋聞略』とゴロヴニーンの手記以外には，日本における「ソフィヤの歌」に言

及しているものはない。帰国した光太夫が終身軟禁の状態におかれたこと，『北磋聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
略』がr此編を談するや，固より事隠密に係る。あえて外行すべき書にあら」ずとし

て一般に流布しなかったことなどの理由から，この歌はごくかぎられた範囲にしか知

られなかったのであろう。光太夫がもち帰った他のおびただしい・シア土産同様，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
本最初の・シァ歌謡がその後どのような運命をたどったか不明である。

注

1）上掲『北磋聞略』，p・4・

2）　同上ンP．54。

3）Φa角H6epr，a兄PyccKo一∬noHcKHeoTRomeH齪B1697－1875rr．M1960，㏄P。53。

4）平岡雅英，前掲書，p．85．

5）　Φa肩H6epr，…｝．月．op　cit，，p，54。

6）　「oπoBHHH，B，1～伍，3anHcKHΦ涯oTa　KarIHTaHa　roπoBHHHa　oπpHKJIK）qeHH月xero　B　nπeHy　y

　月ロoHueBB1811，1812，1813ro八ax，Cn6・1816，q1，cTp、95－96。

7）上掲『北嵯聞略』凡例，p・3・

8）光太夫が当時の蘭学者たちと交際したこと，たとえぱ，寛政六年の芝蘭堂新元会（いわゆ

　るオランダ正月）にも出席したことが知られている（亀井高孝『大黒屋光太夫』，昭39，P．

　203）。そのような席で，もし座興にrソフィヤの歌」がうたわれたとすれば，甫周以外にも

　r日本最初の・シア歌謡」を耳にする機会をもった者はいたわけである。
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5

　・シア歌謡，すなわちピアノ・ギターなどの伴奏による単旋律の独唱のための世俗

的な・マンスがペテルブルグやモスクワでうたわれるようになったのは18世紀の後
　　　　　　1）
半からといわれる。とくにピョートルー世以後西ヨー・ッパからもたらされた曲や音

楽技法とならんで，・シアの各地に古くから伝わる豊がな民謡がその有力な源泉とな

ったことはいうまでもない。19世紀のフォルクロリストとして名高いn．A．ベッソ

ーノフは，詩人のデルジャーヴィンがビ日一トルの娘エリザヴェータの治世（1741－

1761）を「歌謡の世紀」と呼んだ事実を引用しつつ，当時の歌謡流行のありさまを次

のように描いている。

　おちこちの地方からたえず歌謡の波がモスクワにおしよせてきた。モスクワはそ

の編曲と利用を引き受けた。このようにしてモスクワはそこで生まれた多数の「自

分の」歌謡をもつようになった。幾個所にもあった遊戯場は，歌謡のどよめきのた

め耳も聾せんばかりであった。個人の家の庭でも，歌謡の声が聞かれ輪舞の姿がみ

られた。門のわきの床几という床几が，通りが，小路が，十字路が，広揚が，郊外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
の空地が，これらの歌を耳にし，踊りを目にしたのである。

　事態は首都のペテルブルグにおいても変わらなかったであろう。

　歌謡集が出版されるようになったのも18世紀の後半からである。最初の本格的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
ものとしては，作家の瓢．双．チュルコーフの編纂になる『歌謡集』4巻が1770年

から74年にかけてあらわれた。これはのちに，やはり作家で啓蒙思想家としても知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
られたH．H．ノヴィコーフの手によって増補改訂され，6部に分けて出版された。

これらの歌謡集には民謡のほかに，同時代の詩人たちの作品も収められていた。散文

よりも戯曲や詩が優勢であった当時の文学は，今よりずっと深く音楽とかかわってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
たのである。「詩はリ，ラの子なり。うたうものなり，読むべきものならじ」とこのこ

ろの歌謡集の扉にみえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　初期の楽譜づき民謡集としては1782年に出たB，Φ．トルトーフスキイのものと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
1790年のH，A．リヴォフとH，プラーチ共編のものが有名である。

　さて，rソフィヤの歌」の一ヴァリアントとみられる歌謡をはじめて、収録したロシ

アの歌謡集は『新・シア歌謡集』第一篇（以下Hpn　Iと略称）で，これには次のよ
　　　　　　　　　　　　8）
うな長い副題がつけられていた。「恋愛・輪舞・牧人・舞踊・演劇・ジプシー・小・
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シア・コサック・クリスマス・庶民の歌謡，現下の戦役において敵の敗北を記念した

る歌謡およびその他もろもろの機会にちなんで編まれたる歌謡合わせて145篇」。

編者は不明，出版地はペテルブルグ，発行者は当時音楽関係の有力な出版業者であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
たシュノール，1790年に初版が出たらしい。「ソフィヤの歌」はこの歌謡集で24番

の番号をもつ歌の一部（第一節と第二節）であるが，24番は23番の歌に対す返答

の形をとっているので，次に二つの歌をまとめて掲げよう。〔〕のなかの番号と大

意をつたえる訳は，いま便宜上筆者が付したもの。正字法は現代風に改めた。

23，

Ax！TO皿HO　MHe

Ha　cBoe曲cTopoHe！

　OTLe3》KaeH」b

　nOKH八ae皿lb

ハiH刀cep以eqHO臼MeH5L 2

〔1〕　ああ，やるせない

　　　ふるさとにいて。

　　　　　わたしをはなれ，

　　　　　わたしをすてて

　　　いとしい君はいってしまう。

「o』y6qHK　Tbl　MO藺！

Pa3汀y【｛a沿cbHcTo60均

　3八eCbHe6y瓜emb

　no3a6y八e田b

しITO　6b1」1a　月　TBO∫1． 2

〔n〕　　こいしいあなたと

　　　別れるわたし。

　　　　　あなたは去って

　　　　　わすれもしよう，

　　　心をささげたわたしのことを。

A月Moπo八a

By八y　HOMHHTb　Bcer艮a，

　KaK　CO　MHOK）

　C　MOJlo八OK）

MHπOBa汀c5】及Py｝KOK・ 2

〔皿〕　　娘のわたしは

　　　忘れ，はすまい，

　　　　　まだうら若い

　　　　　乙女のころに

　　　たがいに愛した人のことを。

1］〔opo｝KKO直no筒耳y

Bo3（切eHOM　ca双y

　H　JIH㏄OqKH

　レI　UBeTOqKH

Bce　no6JleKHyT，Mo筒cBeT・ 2

〔IV〕　　小道に沿って

　　　庭に出れば．

　　　　　そよぐ木の葉も

　　　　　咲く花々も

　　　ひとつ残らず色あせる。

Ar几eTbIc双pyro勇

CBbIKHe皿bC只，双paro角；

　B八mloceHHH

〔V〕　　ほかの女と

　　　なれしたしめぱ

　　　　　秋の日々にも



　双HH　BeceHHH

TaM　nporπHHyT即51Bac・

B3且OXHH　o60MHe

Ha　しIyンKo員　CTopOHe∋

　　B3八OXHyB田H，

　　BcロoM∫［HyB【HH，

npoc∬e3Hc51xoTb　pa3・

AH即月Te6兄

H3cy田yBCゆce6H：

　　no　pa3』yKe

　　By双yBCKyKe

∫1H田H　Te6班　BcnOMHHaTb．

24．OTBeT

Ax！rpy㏄HO　MHe

Haqy凪o臼αrOPOHel

　　Bce　HeMHπo，

　　Bce　nOCTb1刀o，

CO　MHO曲　MHJlb1月　HeT．

3凪eCb　MHハo蔚　Moe臼　HeT．

nocTbIJI　MHe　6eJlo荷　cBeT3

　　しITO6bIBaハo

　yTeLHaJIO，

Tenepb　nハa【ly　o　ToM・

Ax！MHJla5｛MOH！

OcTaJlacb　oT　MeH月l

　　npOT｝］B　BO．］H

　　BTH｝KKO且双O」le

By且y　｝KHTb　6e3　Te65L

Ky八a　He　noiろ八y

只Te6πHeHa甑y；

　　nOCTbIJIb】

2

2

2

2

2

2

〔w〕

〔w〕

〔1〕

〔H〕

〔皿〕

〔IV〕
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　　　春の日和が

ふたりのうえにさしこむだろう。

あわれと思え

異郷の空で。

　　　ため息をつき

　　　昔をしのび，

せめて涙をながしてほしい。

あなたのために

身もかれるほど。

　　　別れてのちは

　　　　うれいにしずみ

いつもあなたを思っていよう。

返し

ああ，かなしい

異郷の空で，

　　　ものみなすべて

　　　心詩こなじまぬ

いとしい者とはなれては。

いとしの君はなく

この世はわびしい。

　　　たのしかった

　　　昔をおも㌔・

今は涙をながすだけ。

いとしい者よ，

おまえを残して

　　　泣く泣くわたしは

　　　つらいさだめで

ただひとり暮していく身だ。

どこに行こうと

おまえはみえぬ。

　　　胸はふたぎ
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　　　レI　He　M｝Mb！

　Bce　MecTa6e3Te6∬，

HeT八pyro銑HHKaKO自，

PaBH51．ワacb　6bI　c　To60曲；

　B3双blxaKレ

　BcnOMHHaK》

KaK6b1」【a　TbI　cO　MHO詩。

Hpe員cTaBJI月K〕ce6e，

「oBopMmb　6y八To　MHe；

　3a6b1BaK）Cb

　OTK朋KaK）Cb，

Ha　TBo箇　roπoc　Be3双e．

2

2

2

〔V〕

〔w〕

　　　心はわぴしい

おまえのいないところでは。

おまえにかわる

女はいない

　　　ため、屋、をつき

　　　思い出すのは

ともにすごしたおまえ’のこと。

心にえがく

おまえの口もと。

　　　おもわずわたしは

　　　答えをかえす，

おまえの声にこたえて。

ハ圧He　BC月KO黄　八eHb，

TBOπMHHTCH　TeHbl

　　O6ePHyc月，

　Or朋Hyc只，

Ax！HeT　HHKoro． 2

〔w〕 日ごと夢みる

おまえの面影，

　　　わたしはあたりを

　　　みまわしてみる

しかし，だれもみあたらない。

3双ecb　MHJloh　Moe曲HeT，

no筒八y　3a　He勇　Bo　c」le双；

　　「双e6HH　KPbMaCb，

　　HH　TaHJlaCb

Cep八眠ecKa灘（eTMHenyTb・

He　Mmo　y｝K　HHr八e，

rpycTb　paBHa　MHe　Be3八e；

　nopa澱（aeT，

　Pa3刀yqaeT，

PoK｝KもCTOKO臼MeH月．

2

2

〔皿〕

〔IX〕

㌔・としの君を

もとめていこう。

　　　　どこにかくれて

　　　ひそんでいても

胸の思いが教えてくれよう。

心なじまず

いずこもかなしい。

　　　わたしをおそい

　　　ひきさいたのだ，

運命のむごいさだめが。

CBep田Hπocb　Bce　co　MHo員，

Pa3、qyqH∬c月　c双paro鮪・

　Cep八賦e　PBeTCH，

　ハ1bICJIb　M只TeTC∬，

1V【HHOBaJIC只　nOKO藍。 2

〔X〕 すべてはおわり

おまえと別れた。

　　　丹旬昏よ昏よりさiナ

　　　、思、いはみだれ

安らぎは戻ってこない。



39

Ha　cBoe茸　cTopoHe

He3a6y八b　O60MHe；

　B3八blxaB皿H，

BcnOMHHaB田H，
　　　　　　　　10）
Byμb　TaK｝Ke　BepHa　MHe・

2

〔XI〕　　ふるさとにいて

　　　忘れないでくれ。

　　　　　ため息をつき

　　　　　昔をしのぴ

　　　かわらぬ誠をささげてほしい。

　上の二つの歌は，前者が故郷を去った恋人に呼びかける女の歌，後者はその恋人た

る男からの返答であって，完全に対応している。ともに1節が5行からなる詩型をも

ち，Ha　cBo餅cTopoHeとHa　qy凪o孟cTopoHe　が呼応するばかりでなく，内容的に

はNo．23のV，VIに対するNo．24のV，XIのなかに間答の性格が顕著にあ

らわれている。

　光太夫のヴァリアントでは実は異郷にある女が恋人をしのんでいるのに対して，こ

のNo．24では故郷を去った男が郷里の女をなつかしんでいる点は注目にあたいする。

第一節第五行から第二節第二行までの詩句にもいくぶん相違がある。

　とこ．ろで『新・シア歌謡集』第一篇が出た翌年，つまり1791年にその第二篇（以

下Hpn　II）があらわれた。出版地，発行者は変らず，副題も前回どおりであるが，

収められた歌の数は142篇となっている。この第二篇の63番の歌のテクストを次

にかかげてみよう。

Ax！TomHO　MHe

Ha　qy｝KO宜CTOPOHe！

　Bc∈He　MH刀07

　Bc琶HOCTbMo

　双pyra　MH溜arO　HeT・

即yraMH朋rOHeT，

He　r朋八e∬a6只Ha　cBeT，

　しITO　6bIBaJlo

　yTe皿aJ10，

　OTOMH刀aqyTeロePb・

B澗06HMoM訂eCKy

只　rmTaK）TOCKy，

　BceハHCToqKH，

　Bce　KyCTOqKH7

〔1〕　　ああ，やるせない

　　　異郷の空で。

　　　　ものみなすべて

　　　　心になじまぬ

　　　　　いとしの君なく。

〔H〕　　いとしの君なく

　　　生きるもつらい

　　　　たのしかった

　　　　昔をおもい

　　　　　つらい涙をながすのみ。

〔皿〕　愛する森で

　　　うれいにしずめば

　　　　なべての木の葉

　　　　なべての茂みが
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　　TaM　o6MHπoM　MHe　TBeP几HT・

npe八CTaBH　caMO曲，

qTO　CH八HT　M田10員MO所，

　3a6bIBaK）Cb，

　OTKJIHKaK）Cb

　　可aCTO　Ha　rOJIOC　TBO荷、

Ax！r八e双oporo封

CBb1KaeTCH　C　及pyro勇

　刀〔H旧oceHHH

　五IJIπ　BeceJlb”

　　TaM　npor訂野HyT八刀月Bac・

Ax！TO【HHO　MHe

Ha　cBoe曲cTopoHe，

　Cπe3bMb旧⊃TCH，

　Hey曲M∬c∬，

　　B　HHX　OTpa双a　MO月、

Ax！KaK－TO　MHe｝KHTb，

Ax！KaK－To　MHe　Ty｝KHTb，

　OTるe3｝KaeT

　nOKH八aeT

　　迅Hπcep八e【｛HO曲　双py｝KOK・

roπy6qHK　Tbl　MO荷，

Pa3πy【｛aK）cb∬c　To60荷，

　r八eHH6y几eT

　He3a6y八eT

　　qTO6bMa　H　TBOH，

AHMO刀o八a

By双ynoMHHTbBcer双a，

　KaK　CO　MHOK）

　C　MOπo八OK）

　　ハーH涯OBa』c只八py瓶OK・

　　　　　　いとしい方を思い出させる。

〔】V〕　　心にえがく

　　　　いとしい方を。

　　　　　、思わずわたしは

　　　　　答えをかえす

　　　　　　あなたの声にこたえて。

〔V〕　　ほかの女に

　　　　心をうつせば

　　　　　秋の日々は

　　　　　たのしみのため

　　　　　　ふたりのうえにさしこもう。

〔W〕　　ああ，やるせない

　　　　ふるさとにいて。

　　　　　涙はながれ

　　　　　ながれてやまぬ。

　　　　　涙こそわがなぐさめ。

〔W〕　ああ，生きるすべ

　　　　泣くすべもない。

　　　　　わたしをはなれ

　　　　　わたしをすてて

　　　　　いとしい君はいってしまう。

〔皿〕　　こいしいあなたと

　　　別れ’るわたし。

　　　　　どこにし、こ，うと

　　　　　わすれずにあれ

　　　　　心をささげたわたしのことを。

〔凪〕　　娘のわたしは

　　　　わすれはすまい

　　　　　まだうら若い

　　　　乙女のころに

　　　　　たがいに愛した人のことを。
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丑opo｝KKO荷　no臼八y

Be3Te6月Boca八y，

　Bce」mCToqKH，

　Bce　KyCTOqKH，

　　Bce3a6JI琶KHyT6e3Te6几

B3双OXHH　O60MHe

Bo　qy狙o勇cTopoHe，

　BcnOM∫【HyBmH7

　Bo3八OXHyBmH

　　XoTH　cJle3Ky　npoπe益・

A5｛MOJ【o且a

Cy田yBC∈ce6H；

　只Bpa3刀yKe

　By八y　B　CKyKe

　O　Te6H　BcビBc【loMHHaTb，

AX　TO田HO　MHe

Ha　cBoe赫cropoHe，

　BcだHe　MHπo

　Bc∈He　HOCTbl丑o，

　双pyraM即orOHeT・

刀lpyra　MHπarO　HeT，

只ロ0甑y3aHHMBC瓢・

　r八e6HH　CKPbI刀c鶏

　HH　TaHJIC月，

　　　　　　　　　　　11）
　　Cep八ue　cKa）KeT　MHe　nyTb・

〔X〕小道に沿って

　　ひとり歩めば

　　　なべての木の葉

　　　なべての茂みは

　　　　君なくて色あせてしまう。

〔XI〕　あわれと思え

　　異郷の空で。

　　　昔をしのび

　　　ため、嘩、をつき

　　　　せめて一粒涙してほしい。

〔X皿〕　娘のわたしは

　　身もかれはてる。

　　　別れていては

　　　うれいにしずみ

　　　　いつもあなたを思っていよう。

〔XIII）　ああ，やるせない

　　　ふるさとにいて

　　　　ものみなすべて

　　　　’齢になじまぬ

　　　　　いとしの君なく。

〔XIV〕 いとしの君を

求めていこうo

　どこにかくれ，て

　ひそんでいても

　胸の思いが教えてくれよう。

　この歌ではHPH　IのNo，23　とNo．24が奇妙な混濡を呈している。すなわち

1，II，IV，XIII，XIVはNo，24から，III，V，VI前半，VII～XIIはNo・23か

ら入っている。それもIXをのぞいて他のすべての節に多少なりとも語句の異同があ

り，結果的には，女が故郷にいて恋人をしたっている揚合（V，VI，VII，VIII，XI，

XIII）と，みずから異郷にある揚合（1，II）があって，内容が首尾一貫しない。男女

の問答の形は消え失せており，全体が女の立揚からうたわれている。おそらくHpnII

No，63はHPH　I　No，23とNo。24の混合変形したものとみることができるのであ
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ろう。HPn　Iが出版されてからNo．23とNo．24が大いにもてはやされたとすれ

ば，1年前後のあいだにこの程度のテクストのくずれを生ずることはさして驚くにあ

たるまい。また元来歌謡の愛好者が婦人に多いといえるならば，No．24までが女の

気持をうたったものになってしまったことも容易にうなずけるであろう。

　HPH　II　No。63の最初の2節は，HPn　I　No．24の1，IIよりはるかに光太夫の

ヴァリアントに近い。No・63，1・1のTo皿Hoが光太夫ではcKyqHo，II．5のTeHepb

が光太夫では只となっている点だけに相違がみとめられ，内容としては全く同一の

ものと考えられる。光太夫がペテルブルグに滞在したのも1791年の2月から11月

にかけてであったことを思えば，これら二つのヴァリアントのあいだに何らかの関係

を想定するのがむしろ妥当であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　HPn　IのNo、23とNo，24は18世紀90年代のいくつかの歌謡集に入った。そ

のうちのひとつは1792年に出版された甑ポポーフ編の『・シアのエラトー』で，
　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
その第三篇No，55，No。56がそれである。テクストはNo，24，1。1．rpycTHoが

ここではrpycHo，XI．5．TaK凪eがTaKも凪eとなっているほか異同はない。もうひ

とつは1797年から98年にかけて発行されたもので，普通2人の出版者の名を冠し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）て『ゲルステンベルグとディトマルの歌謡集』と呼ばれているものである。全部で3

篇からなり，問題の歌は第一篇のNo．32としてまとめられている。テクストはHPH

Iとほとんど同じであり，ただ一個所No．24，V．2のc　To60曲がここではco　MHo曲

となっているのは単純な誤りで，最近の翻刻版ではCTO6甜に訂正されている。この

歌謡集ははじめてrソフィヤの歌」の楽譜を含んでいる点で貴重な価値をもっている。

　これより少しおくれて1816年に出た『最新歌謡全集』ではNo．23とNo．24が
　　　　　　　　　　　16）
別々に分けて収められている。すなわち前者はこの歌謡集のNo，85，後者はNo．347

で，両者のあいだの特別の関係はもはや意識されていない。歌詞には次のような相違

がみられる。HPn　I　No．23，V．2。cBbIKHe田bcH→cuo3HaKoMH田bc月；HPn　I　No。24．

1，1，rpycTHo一→cKy【IHo∫II．2。HocTbIJI　MHe一→MHe　He　cHoceH；III．2，0cTaJlacb→

oTcTaBaJlal　III．4。八oJIe→八oJIHl　V．5．6bIJIaTbI→6bl朋6bl　TbIl　VI．5．Be3八e→qa－

cToIX．1．cBepm叩ocb→coBep田HJIocb；X，2、双paro敢→ムoporo恥XI．5，TaK｝Ke→

TaK撚e．1816年の歌謡集に光太夫（およびバビコーフ）のヴァリアントの第一節第

一行と同じCKyqHOがあらわれていることは注目される。概して語彙にモダニゼーシ

ョンのあとがいちじるしいのは，ほぼ四半世紀のずれがあるためであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）
　一方，1796年にモスクワで出版された『袖珍歌謡集』のNo．62として収められ

ている歌は，Hpn　IIのNo．63により近い。これは全部で6節からなっているが，
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イタリック体はHpn　II　No．63との異同を示

Ax！TO田HO　MHe

Ha6θo顔CTOPOHel

　　Bce　yκδ‘ノzo，

　　Bce　nOCTbIJlo：

〃0θ彦　ノκ4濯δ’π　HeT！

”0θ彦　ノ彫μノZ配π　HeT：

He　εノ2刃∂θノz　6わ’　”　Ha　CBeT　l

　　しITO　6bIBaJlo

　　yTe田aJIO

O　ToM　nJlauy　TeHepb．

　　重要なのは，この歌が故郷にのこされた男の嘆きをうたっている点である。これは

rソフィヤの歌」の他のいかなるヴァリアントにもみられない特徴をなしている。第

三節以下でもこの特徴は一貫してあらわれているが，歌の内容そのものはHpn　H

No．63のIII，IV，XIV，VIとほぼ逐語的に一致する。

注

1）　ryceB，B．E「IecHH　II　poMaHcbl　pyccKHx　no3ToB7飼・一JI・，1965，cTp・14・

2）　BeccoHoBンn．A・「IecHHンco6paHHble　n・B・KHpeeBcKHM，八～・187Lこの引月1はAcaΦb－

　eB，B．B．PyccK孤My3b1Ka　oT　Ha・laπa　XIX　cToπeTH∫1，M1930の日本訳，樹下節訳『ロ

　　シヤの音楽』，昭29，p．222。

3）　　qy」IKoB，1VL　刀〔・Co6paHHe　pa3Hblx　HeceH，CH6・，1770－1774・

4）　HoBHKoB，H，レ1．HoBoe　H　no刀Hoe　co6paHHe　pocc曲cKHx　neceH，co八ep｝Ka縣ee　B　ce6e

　HecHHπ1060BHble，HacTymecKHe，皿yT」IHBbIe，　【IpocToHapo八Hbie，　xopaπbHb【eン　cBa几e6Hb【e7

　　cBHToqHb！e，　c　HpHcoBoKynπeHHeM　neceH　H3　pa3Hblx　poccH艶cKIlx　KoMe八目曲　｝I　onepン

　ハ’1，　1780－1781

5）　KapMaHHbl茸HeceHHHK，HπH　co6paHHeπyq㎜Hx　cBeTcKHx　H　HpocToHapo八Hb1x　HeceH，

　M，1796の中表紙にLesverssgntenfansdelalyre，／11fautles　chanter，11Qn　les

　lire．と書かれている。

6）　TpyToBcKH曲，BΦ・Co6paHHe　pyccK層x　npo㏄blx【IeceH　c　HoTaMH，Cn6、，1782。

7）　刀bBoBンH，A，，Co6paHHe　pyccKHx　Hapo八Hblx　HeceH　c　Hx　rαπocaMH，Ho∬o｝KeHHbIMK

　　Ha　My3bIKy　I！loraHoM　npaqeMンCn6・，1790・
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8）HoBbl銑P・cc曲cK曲HeceHHHK，朋Hco6paHHe脚60BHblx，x・P・B・八Hblx，HacTy田bHx，

　HJI且coBblx，TeaTpaπbHblx，【【bIraHcKHx，MaπopoccH曲cKHx，Ka3a皿KHx，cB月ToqHbIxン　npocTo－

　Hapo八HbIx，H　B　HacTo月ロェyK）Bo自Hy　Ha　nopa｝KeHHe　HeHpHπTe」le曲　H　Ha　pa3HbIe八pyr翌e

　cπyqaHcoqHHeHHblx145HeceH7CrI6・，M・KHIHoP，

9）B・M・CH八e迎bHHKoBの『1735－1945年ロシア民謡索引』PyccKa只Hapo几HanHecH鑓。

　BH6朋orpaΦ四ecK曲yKa3aTe砧1735－1945rr．，砥，1962，cTp，6では1791年初出。筆

　者がレニングラードのサルトゥコーフーシチェドリーン名称公共図書館で調査したところ

　では，再版が1791年にあらわれている。・シア文学研究所のB．E。ryceB教授からの

　1966年8月28日付書簡によれば，レニングラードのアカデミイ附属図書館稀槻書部の所

　蔵本には1790年印刷と明記されている由。ここではryceB教授にしたがう。ただし同

　書からの引用はすべて1791年の再版からである。

10）HoBbI曲poccH直cK励neceHHHK，しL1，Cn6，M3八，2－oe，1791，cTp。27－30．

11）HoBb償poccH臼cK曲neceHHHK，q．2，Cロ6，1791，cTp，65－67、

12）　PyccKHe　HecHH　XVIII　BeKa．neceHHHK　H，几1’epcTeH6epra　HΦ、A。双HTMapa，Ho八

　pe及．B、Bo島MaHa，砥，1958の注釈者によれば，これらの歌は以下に述ぺるほか，1792，

　1794，1799年の各歌謡集にも採録されているという（cTp・320）。ただしそれらはいずれ

　も筆者未見のため，ここではふれない。

13）HonoB，MPoccH臼cKa月9paTa，H朋Bbl60pHaH』yしlmHxHoBe舳HxpoccH尚cKHxHeceH，

　CH6・，1792・【【・3・NQ・55はcTp・83－84，No。56はcTp．84－87．

14）　これはPyccKHe　HecHH　XVIII　BeKaなる表題で1958年に翻刻された（注12参照）。

　q・1，No，32は翻刻版のCTP・93－94にみえる。

15）　HoBe伽uH益noπHb揃Bceo6皿H赫neceHHHK……　Cn6，1816．このうちNo．85はcTp．

　8ヰー85，No．347はcTp．262－263。

16）　KapMaHHb財neceHHHK一・…　M・，1796。そのNo。62はcTp．84－85，

6

　・シアではかなり早くからいわゆる「ソフィヤの歌」を詩人のK）．A．ネレヂンス

キイーメレツキイの作とする説が確立している。1850年ペテルブルグの有力な出版業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
者A．Φ．スミルヂーンによって出版された『ネレヂンスキイーメレツキイ作品集』

にはすでにこの歌が収められている。ここに掲げられたテクストは6節からなり，若

干の語句の相違を別とすれば，上で述べた1796年モスクワ発行の『袖珍歌謡集』に

収められたヴァリアントに最も近い。以下はその全文である。

Ox！TOI皿HO　MHe 〔1〕

Ha　qy》Ko藍cTopoHe　l
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　　　　　Bce　HOCTbLπo

　　　　　Bc∈yHbl五〇1

刀【pyra　MHJIOBa　HeT．

　　　　　MHJIOBa　HeTひ
　　　　　　　　　　　　　　　，

He　r，朋八eπa6Ha　CBeT、

　　　　　qTO，6bIBaπo，

　　　　　yTeHlaπ0，

O　ToM　HJlaqy　Tenepb・

〔H〕

　　　　　B6JIH）KHeMπeCKy

JIH田b　HHTaK）TOCKy

　　　　　Bce　KyCToqKK

　　　　　Bce　MeCToqKH

TaM　o　MHπoM　TBep双月丁．

〔皿〕

　　　　　By八TocOMHo曲

TaM　CH双HT　MH涯o且MO臼，

　　　　　3a6bIBa圧OCb；

　　　　　OTKJIHKaK）Cb

qaCTO　Ha　rO刀OC　CBO曲，

〔IV〕

　　　　　MHJIOBa　HeT！

Ax，no曲八y3a　HHM　BcJle八l

　　　　　F八e6HHKPbIJICH，

　　　　　HH　TaH刀c∬，

Cep八【瓦e　cKa》KeT　MHe　HyTb．

〔V〕

　　　　　Ox，TOmHO　MHe

Ha　qy》Ko孟cTopoHe！

　　　　　Cπセ3blπbK）TC只2

　　　　　He　y曲MyTC只：

〔w〕
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BHHXOTpa双aMO月．

　著名な文学史家C。A．ヴェンゲーロフが19世紀から20世紀にかけて編集した

浩軌・シア詩人叢書中の一冊rD酒．ネレヂンスキイーメレツキイ全詩藁』にも，

上記のテクストはそのまま収録された。

　それからずっと下って第二次大戦後にも，ともに『詩人文庫』叢書に属する2冊の
　　　　　　　　　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
詞華集『18世紀詩人集』と『・シア詩人の歌謡とロマンス』がいずれもネレヂンス

キイーメレツキイの作品として「ソフィヤの歌」を採っている。しかもそのテクスト

は1850年のスミルヂーン版とほとんど変わらない。唯一の相違点は，新しい二つの

詞華集では皿。4がBce涯HCToqKHとなっていることだけである。

　このように前世紀のなかぱ以来，いずれ劣らぬ権威をもつと考えられる少なくとも

四つの版が一致した見解にしたがっているにもかかわらず，1850年のスミルヂーン

版のヴァリアントをそのままネレヂンスキイーメレツキイの作に帰することには疑問

がある。その理由は，スミルヂーンが依拠していると考えられる1796年のヴァリア

ントは前述のようにHPn　II　No．63を抄録したものであり，さらにHPn　II　No．63

はHPnINo，23とNo，24が混溺したテクストであるからにほかならない。いま

この関係を表にして示せば次のようになる。

スミルヂ脳ン版

　1850

I
H
皿
W
V
W

『袖珍歌謡集』No．62

　　1796

I
H
皿
W
V
W

HPH　II　No，63

　1791

　
　
　
　
V

I
H
皿
W
阻
W

Hpn　I

1790

No．24

No．24

No．23

No．24

No．24

No．24

I
HIV
w
VIII

I

　これらのヴァリアントのうち，詩人の作品として最も整然たる形式をもっているの

は・HPn　IのNo・24である。HPHIのNo，23がネレヂンスキイーメレツキイと

同時代の詩人n．m．カラバーノフの作品であることには疑問の余地がない。彼の生
ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
目r』に出版された詩集にこの詩がすでに収められているからである。おそらくネレヂン

スキイーメレツキイがカラバーノフのこの作品に「返し歌」をつくり，それがHpn　I

にNα24として採録されたのではないだろうか。（詩人の作品が民謡とまじって歌謡

集に収められる慣習があったことは前述した。）そしてこの歌がたちまち流行した結
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果，いくつものヴァリアントを生んだものと推定される。故郷と異郷　CBO曲／qy〉KO茸，

男の恋人と女の恋人　MH五〇ro／MH丑o直などの反意語を適宜に入れかえたり，rpyCTHO／

To皿Ho／cKyqHo，HeMHπ0／yHbMo／HocTbMoなどの同意語を取捨選択することによって，

この歌のヴァリアントは容易に生じうるし，またそれゆえにこそさまざまな立揚の多

くの人ぴとに好んでうたわれる可能性もあるのである。入手しえたかぎりでのテクス

トによってこの歌の系統を図示してみよう。

　　　　　　　　　　　「ソフィヤの歌」の系統想定図

HoBbI茸　pocc。neceHHHK，　1

　　　　　　　ヤヤ　　　　1790　　、電HoBNlt　pocc，HeceHHHK，n＝光太夫（＝バビコーフ）
　　　　　lI
　poccHf賀cKa∫1≡）paTa　　　　　　　　　　　1791　　　　　　　　　　1794　　　　　　1793P

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　1792　　　　　　　　　　　　Ψ
　　　　　　　　　　　　KapMaHHb【茸neceHHHK
　　　　　”
HeceHHHKrepcTeH6epraH双HTMapa　1796

一一
l、㌫　↓

　　　　　　　　　　　Co朋HeH朋Heハe八HHcKoro一薦eハeUKoro

　　　　　　　　　　　　　　レ13双．CMHP双HHa，1850
　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　HoハH、co6．cTHxoTBopeH朋H．一Ml，

　　　　　　　　　　　　　Ho双。pe几BeHrepoBa71901
　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　　no3Tbl　XV皿　BeKa

　　　　　　　　　　　　B騒6刀HoTeKa　no3Ta，Maπa月　cepH∫1，1958

　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　necHH　I｛poMaHcbI　pyccKHx　nogToB

　　　　　　　　　　　BH6刀HoTeKa　nogTa，60JIbula兄　cepH∬，1965

　ユーリイ・アレクサンド・ヴィチ・ネレヂンスキイーメレッキイは1752年モスク

ワで生まれた。父は近衛士官で，幼いときに母を失った。69年から70年までスト

ラスブール大学に留学，帰国後85年まで軍隊に勤務した。この間第一次露土戦役に

参加し，プスコフ，キーエフなどにも駐屯したほか，コンスタンチノープルヘもおも

むいたことがある。33歳の若さで退役した直接の動機は当代随一の顕官のポチョム

キンと口論したためといわれる。皇太子のパーヴェルに近い有名な外交官パーニンと

縁つづきであって，エカテリーナの宮廷では重んじられなかったようである。退役後

はモスクワに開設された中学校haBHoe　Hapo双Hoe　yqH丑レ1皿eの校長となり，パーヴ

ェルの即位とともに皇帝直属の国事秘書に任命された。1800年には元老院の議員に
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指名され，その後1826年カルーガに隠栖して28年にそこで没した。

　ネレヂンスキイーメレツキイが詩を書きはじめたのは70年代の後半，ほぼ25歳

のころである。芸術愛好をもって知られたゴロヴィーン伯爵家の親しい友としてたえ

ずそのサ・ンに出入りし，ダーリアとナターリアのふたりの姉妹に多くの詩や・マン

スをささげた。この姉妹の美声は有名で，とくにナターリアは本格的なオペラを演じ

　　　　　　　　　　　
た記録さえのこっている。ヴェンゲー・フ編の詩集に付された解説によれぱ，1776年

から85年ごろまで，詩人はプレシチェーエヴァ某なる少女にはげしい恋心をいだい

ていたという。報われずにおわったこの恋は，愛のかなしみをうたったおぴただしい

数の詩を生んだといわれるが，「ソフィヤの歌」がそのひとつかどうか不明である。

　彼のロマンスでは「小川のほとりへ」ではじまる11節からなる作品が最もよく知

られている。しかしその冒頭の句Bbl双y兄HapeqeHbKy自体は民謡でよくうたわれて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わいたもので，すでにリヴォフニプラーチの楽譜づき民謡集に入っていた。ネレヂンス

キイーメレツキイは民謡から最初の一行を借り，その旋律に合わせて全くあたらしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・マンスをつくりあげたわけである。コンスタンチーノフ氏が指摘するように，「ソ

フィヤの歌」においても同じ手法が用いられたという可能性もある。すなわちAx，

To田Ho　MHe，Ha　qy氷o負cTopoHeではじまる一節ないし二節は，ほかの歌謡ないし

　　　　　　　　　　　　　　9）
民謡からの借用であるかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　B。ヴォリマンがすでに述べているように，男女の愛をうたった・シア民謡では一

般に愛するものと結婚できない事情（たとえば娘の父親の反対あるいは若者の出征）

を具体的にうたったものが多いが，18世紀後半の詩人たちははじめて恋の喜びや悲

しみの気分をそのものとしてうたい上げるようになった。ネレヂンスキイーメレツキ

イの活躍した時期は，・モノーソフ，スマローコフによって代表される古典主義の支

配が次第にくずれ，カラムジーンを旗手とする・シア・センチメンタリズムが文学の

主流を占めようとする時期にあたっている。ネレヂンスキイーメレツキイは，ドミー

トリエフ，二一コレフらとともに，古典主義の牙城であるまさに韻文の分野にはじめ

てセンチメンタリズムを導入した。庶民の個人的感情を自由に表現すべき新しい浮情

詩のジャンルの先駆者として，彼らの果たした役割は軽視できない。

　同時代人のデルジャーヴィンはネレヂンスキイーメレツキイを「最もすぐれた歌謡
　　　　　　　　　　
作者」のひとりと呼ぴ，ジュコーフスキイは次のように評したことが知られている。

r若干の歌謡の作者……その作品は民謡としてうたわれている。ドミートリエフの完

全無欠にはとおく及ばないが，胸をうつ情熱がある。ながく彼の作品がもてはやされ

　　　　　　　　　　　12）
るのはこのためにほかならぬ」
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注

1）　CoqHHeHH5I　K）．A、He刀e八HHcKoro覗e訂euKoro，レ13几A・CMHp八HHa・CH6・，1850・「ソフ

　ィヤの歌」が収録されているのはCTP，10－11，この書物からの引用，ならびに次の注2

への言及は前記fO．K．BeryHOB教授からの私信にもとづく。

2）　PyccKa月rlo33H月，Bb皿VII，no八pe八．C，A．BeHrepoBa，no」IHoe　co6paHHe（γrHxo－

　TBopeH曲K），A．Heπe期HcKoro－1VIeπe朕Koro，C「16，，1901，cTp，13、

3）　no3TbI　XVIII　BeKa，几ン”3八，3－be，1958（BH6朋oTeKa　no3Ta，飢a厚a月cepHH），cTp。

　374－375。ここでは詩の末尾に〈1796＞と注されているが，これが『袖珍歌謡集』を意味

　するとすれば，二の注記は不適当である。すでに述べたように・この歌謡集に収められた

　ヴァリアントは独特のものであるから。

4）necHHHp・MaHcblpyccKHxn・3T・B，臨π，，H3瓜・2一・e，1965（5H翻・TeKan・3Ta7B・一

　訂bmaH　cepH∬），cTp・127－128・ここでは詩の末尾に〈1791＞という注記がつけられている。

　Hpn　II　No．63をさしているが，節の数ばかりでなくテクストの内容にかなりの異同が

　ある。

5）n．瓢．Kapa6aHoB（1764－1829）の作品は詩人の生前二度出版された。HPrI　I　No・23

　は1801年に出た最初の詩集に含まれている。この詩集のテクストは第一節の冒頭の2行

　を除いてHPn　I　No．23と一致する。興味ある乙とに，　HPH　I　No・23でかえられた

　冒頭の2行Ox！1｛aK－To　MHe凪HTb！／Ox！KaK　HeTy脳Tb！はすこし変えられ’て

　HPnIINo，63，VIIの最初の2行としてあらわれている。

6）　∫IHBaHoBa，T．PyccKa只My3bIKa町bHa∬KyπbTypa　XVIII　BeKa2T。IIンMり19537㏄p，288．

7）∫lbBoB，H．A．oP，cit、その翻刻版が1955に出版されている（Ilo双・pe以・B・M・Be朋eBa，

　ハ1．）。そのNo．75として《Bbl甑y恥51Ha　peqHHbKy・一》がみえる（cTp・176）。この

　歌はrゲルステンベルグとディトマル歌謡集』にも収められている（前掲翻刻版，CTP。

　178－179）。

8）　KoHcTaHTHHoB，B．M。HepBa月pyccKa月HecH月B只noHHH，　op。cit．，cTp，，280．

9）　しかしネレヂンスキイーメレツキイがソフィヤ・イヴァーノヴナの作品からこの2節を

　借用したと考える二とはできない。彼女が光太夫と知り合ったのはHpn　Iが出版された

　翌年であるから。とはいえ，甫周がr北嵯聞略』に記録したのは2節にすぎず，それは光

　太夫が知っていたrソフィヤの歌」の全文ではなかったと考えられなくもない。したがっ

　て，ソフィヤ・イヴァーノヴナなる婦人が光太夫のためにいかなる歌もつくらなかった・

　と1新定もできなヤ、。

10）　BoπbMaH，B．PyccKHe　HeqaTHble　HoTbI　XVIII　BeKa．JI．71957，cTp．182。

11）　necHH　H　poMaHcbl　pyccKHx　no3ToB，M，一JL，1965，（ンrp・126・

12）　刀HBaHoBa，T・op・cit・，cTp・30による。
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ら流れ出ていった。それゆえに，18世紀の都市の歌謡の多くは民謡に近く，民謡

　　　　　　　　　　　　　5）
はまた都市の歌謡に近いのである。

「ソフィヤの歌」の曲はその歌詞同様，19世紀に入っても何度か出版されている。

以下，参考までにこれらの楽譜を別挙しておこう。

　まず1847年にはM，ベルナルドが本歌のウクライナ艮謡rおお，緑の……」をピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
アノ伴奏づきの歌唱用に次のように編曲している。

　　　　　　　　　　　　　　　　7）
この楽譜は1866年にも再版されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　19世紀中葉コペンハーゲンで出た『スラヴ民謡集』にもこの曲は収められている。

ただし曲の題名はr春のよろこび」Vaarg1田deとなっており，つけられた歌詞は春を

たたえるものである。この歌謡集の注によると，メロディは上記のベルナルドによっ

　　　　　9）
ているらしい。

　また年代不詳のものに，Ax，TouIHo　MHe　Ha　qy凪o曲cTopoHe　と題され，ピアノ

用に編曲されて伝わっている楽譜がある。出版地はペテルブルグ。その主旋律の最初

の部分だけを示してみよう。

　ところで，スミルヂーンが刊行した『ネレヂンスキイーメレッキイ作品集』では，

Ox！To田Ho　MHeではじまる詩の冒頭にr『わが乙女よ』の曲による」Ha　romc：

《双eBqHHa　MOπ》という指示が付されていた。最近の諸版でもこの指示はそのまま踏

襲されている。「わが乙女よ」のメロディは「おお，緑の……」にきわめてよく似て

いる。最近キーエフで出版された『ウクライナ民謡集』には双方の曲が収められてい

るが，rおお，緑の……」は前述のリヴォフ＝プラーチ版と全く一致し，一方，rわが
　　　　　　　　　　　　　10）
乙女よ」は次のようになっている。
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　1822年専制政治の改革をめざして組織された秘密結社「北部協会」に，その翌年詩

人のルィレーエフが参加した。立憲君主制を理想とするペテルブルグの「北部協会」

は，ウクライナの「南部協会」にくらべて元来穏和な性格をもっていたが，ルィレー

エフはr北部協会」のなかで共和主義的な主張を展開し，次第に会の指導権を獲得し

ていった。

　『ドゥーマ詩集』によってすでに詩人としての名声をえていたルィレーエフは，会

員の志気を鼓舞するために一種の革命歌が必要であると考えたらしい。1823年から

24年の冬にかけて，ルィレーエフはやはりr北部協会」の会員で作家として知られ

たA．A，ベストゥージェフとともに，当時よくうたわれていたメロディをもとにし

て，r栄光」C照Baとrああ，やるせない，生まれ故郷にありながら」Ax，TO皿HO

MHe　H　B　po双Ho画cTopoHeの二つの歌をつくった。後者の本歌が「ソフィヤの歌」に

ほかならない。ルィレーエフの替歌はいつか民衆のあいだにひろまって，たとえばネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
ヴァ川の饒すべりなどでたえずうたわれたという。

　1825年12月，ニコライ新帝の即位を契機にr北部協会」のメンバーは首都元老

院広揚で蜂起したが，協会内部の不統一のため蜂起はあえなく鎮圧された。ルィレー

エフらのえたものは，12月の名にちなんでデカブリストと呼ばれ・シア史上ながく

記念される名誉だけであった。ツァーリの政府は秘密結社のひろめた革命歌にひどく

神経をつかっていたものらしく，デカブリストの裁判ではこのr人心を撹乱する歌」

（検事のことば）についても，取り調べることを忘れなかった。ルィレーエフは僚友

をかばって単独でつくったことを主張したが，ベストゥージェフはこの歌の作詞に協

力したことをみずから証言した。

　rああ，やるせない，生まれ故郷にありながら」の現存テクストは6部である。そ

のうち最も古いものは1823年から24年にかけて最初につくられた形を示し，比較

的新しいもののなかにはゲルッェンがロンドンで発行していた文集『北極星』の1859

年の号に発表されたものがある。このほかルィレーエフが獄中で書いたもの，ベスト

ゥージェフの自筆のものもあるが，すべてのテクストは多少なりとも他と異なった内

容をもっている。実さいにこの歌がうたわれていくうちに，新しい歌詞が加わったり，

適宜に省略がなされたものにちがいない。

　文学史家のK）．F．オクスマン教授による最近の研究によれば，この歌は全部で18

　　　　　　　　2）
節からなるといわれる。以下にその最初の3節をかかげよう。
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Ax7TO皿IHO　MHe

レI　B　po八Ho角　cTopoHe；

　　Bce　B　HeBO刀e7

　　B　T月氷KO且　几OJle，

BH旦Ho7BeK　BeKoBaTb．

ああ，やるせない

生まれ故郷で。

　　自由はなく

　　つらい定めに

一生を送る身の上だ。

1］loJlro　Jlb　pyccKH益　Hapo双

By八eT　pyx」1∬八bK）rocno八，

　　レI　JIK》八∫IMH，

　　KaK　CKOTaM阿，

双o』roハb6y八yTToproBaTbP

KTO　》K　HaC　Ka6aJIHJI，

KTo　HM6apcTBo　HpKcy双H刀；

　　HHa八HaMH，

　　Be几HHKaMH，

By双Toc皿eTb沿noca脚？

ロシアの民は

いつまで地主のがらくた道具，

　　人間なのに

　　家畜のように

いつまで売り買いされるのか。

おれ達を奴隷にしたのはだれ，

やつらを旦那にしたのはだれだ。

　　哀れな奴隷を

　　打たせるために

やつらに鞭をもたせたのはだれだ。

　ルィレーエフは1826年7月13日，他の4人のデカブリストたちとともに絞首

刑に処せられた。ツァーリの政府はルィレーエフとベストゥージェフのつくった「人

心を撹乱する歌」をうたうのを厳禁したが，それは革命の伝統とともにながく人びと

の心のなかに生きのこった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

1）　nonoBa，T．B、PyccKa兄Hapo八Ha∫I　necH5L　m・，1962，cTp・37・

2）　OKcMaH，K：），r、A田TauHoHHa51necH月《Ax，To田Ho　MHe　H　B　po双Ho負cTopoHe》，刀HTe．

　　paTypHoe　Hac肥双cTBo，T・LIX，皿eKa6pH㏄b団HTepaTopb【L　M・1954cTp・85－100・この

　歌のヴァリアントのなかにはAx，cKyしIHo　MHe／Ha　po耶Mo曲αropoHe・一ではじまるもの

　　もある。これは当時rソフィヤの歌」がAx2To田Ho……とうたわれたり，Ax，cKyqHo…

　　ではじまったりしていたことと軌を一にしている。デカブリストたちの発言のなかに，

　　rおお，緑の……」についての言及が全くないことは，当時すでに一般にはそれがrソフ

　　ィヤの歌」の本歌であるという意識は存在しなかったことを示している。

（補注）　ソヴェトの作家K）・H・Tb【HHHOBの小説Km期∫1によれば，のちのデカブリスト
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のひとリキユーヘリベッケルがツァールスコエ・セ・一のリツェイに在学中，彼をからか

って，リツェイのなかで次のような歌がうたわれたという。（K）・H・Tb1H∬HOB・M36pa－

HHble　npoH3Be八eHH且　ハ八，1956，cTp，18）o

　　Ax，TO田HO　MHe

　　Haqy氷o跳CKaMbe！

Bce　He　MH」lo，Bce「IocTbMo，

KK）xe刀b6eKepa　TaM　HeT！

　　KK》xe』b6eKepa　TaM　HeT－

　　He　M月八eπ6bl　H　Ha　CBeT．

Bce　cKaMe曲KH，BceπHHe角KH

O　noTepe　MHe　TBep皿兄丁・

（以下省略）

　このエピソードの出所は明らかでないが，当時rソフィヤの歌」が盛んにうたわれていた

もうひとつの証拠となろう。リツェイ卒業直後，級友同士であった詩人プーシキンとキュー

ヘリベソケルが決闘を行なう原因となったプーシキンのエピグラム……14Kloxe価6eKepHo

H　To田Ho。（ibid．，cTp，40）は上記の替歌を下地にしているのであろう。

　本稿の作成にあたっては，資料入手などの点で亀井高孝教授，K：》。K．BeryHOB，B，E、

ryceB，B・m・双06poBoπbcK曲，B・凪KoHcraHTHHoBその他の方々の援助を受けた。

ここで感謝の意を表したい。

（1966．X．11）




